
Ｈ
〃
Ｈ
Ｈ

〃
け
Ｈ
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

〃
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柵打〃
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ

〃

Ｈ
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〃
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こ

．

，

巴 〝

∵
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．
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川
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刷
Ｗ
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〃
Ｈ
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敏

全

体

の

約

三

割

を

占

め

て

い

ま

す

。

ま
た
「
党
せ
い
剤
」
も
青
少
年
の
間

に
広
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

み
つ
め
よ
う

少
年
た
ち
の
未
来

三
月
は
〝
節
目
″
の
月
。
進
学
や
就
職
を
目
前
に
し
た
少
年
た
ち
、
ま
た
、

こ
の
時
期
に
転
勤
を
す
る
父
親
な
ど
も
い
て
、
ふ
だ
ん
と
は
違
っ
た
あ
わ
た

だ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
進
級
、
卒
業
、
友
人
と
の
別
れ
、
新
し
い
環
境
へ
の

期
待
と
不
安
∵
…
・
。
少
年
た
ち
の
心
は
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎

年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
非
行
や
家
出
が
多
く
な
り
ま
す
。

胴Ｉｌｌ刷

非
行
・
家
出
は

〝
現
実
″
か
ら
の
逃
避

非
行
に
走
っ
た
り
家
出
を
し
た
少

年
や
少
女
に
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、

彼
ら
が
「
現
実
か
ら
何
ら
か
の
方
法
で

逃
避
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
「
い
ざ
こ
ざ
の
絶
え
な
い
家
庭
」

「
不
快
な
学
校
生
活
」
　
「
た
い
く
つ

な
毎
日
」
…
…
自
分
た
ち
が
と
ら
え
た

そ
ん
な
〝
現
実
″
に
対
し
て
、
彼
ら
は

「
面
白
く
な
い
」
　
「
ム
カ
つ
く
」
と
、

自
ら
を
非
行
や
家
出
へ
と
駆
り
立
て
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
本
人
の
心
の
問
題
」

と
突
き
放
す
前
に

も
ち
ろ
ん
、
非
行
に
走
っ
た
り
家
出

を
す
る
少
年
は
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
は

ん
の
一
握
り
で
す
。
彼
ら
は
特
に
神
経

が
過
敏
で
〝
心
の
弱
い
″
人
間
だ
っ
た一

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
〝
本
人
の

心
の
問
題
″
と
突
き
放
す
前
に
、
昭
和

五
十
八
年
版
警
察
自
書
を
基
に
非
行
や

家
出
の
背
景
と
そ
の
土
壌
に
つ
い
て
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
少
年
た
ち
の
未
来
を

ね
じ
曲
げ
た
責
任
の
一
端
は
、
わ
た
し

た
ち
大
人
に
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
金
を
払
わ

ず
商
品
を
持
っ
て
き
て
し
ま
う
、
広
場

や
駅
前
に
止
ま
っ
て
い
る
自
転
車
・
オ

ー
ト
バ
イ
を
盗
む
1
－
万
引
き
や
盗
み

の
動
機
で
一
番
多
い
の
は
、
「
欲
し
か

っ
た
、
だ
か
ら
取
っ
た
」
と
い
う
単
純

な
利
欲
に
よ
る
も
の
で
す
。
次
い
で

「
遊
び
半
分
」
　
「
好
奇
心
か
ら
」
　
「
ス

リ
ル
を
味
わ
う
」
と
い
っ
た
理
由
で

す
。
五
十
七
年
中
に
補
導
さ
れ
た
少

年
・
少
女
の
六
割
が
、
こ
の
「
万
引
き

や
盗
み
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

先
生
や
友
達
を
な
ぐ
る
、
教
室
の
窓

な
ど
を
壊
す
－
－
校
内
暴
力
の
約
九
割

が
中
学
校
で
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
師
に
対
す
る
暴
力
事
件
の
う
ち
、
検

察
官
に
送
ら
れ
た
少
年
に
つ
い
て
、
そ

の
保
護
者
の
養
育
態
度
を
見
る
と
、
保

護
者
の
約
七
割
が
自
分
の
子
供
を
放
任

し
て
い
ま
す
。

一
万
、
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
は
六

割
が
母
親
で
、
過
半
数
の
人
が
子
供
に

対
し
「
過
保
護
」
　
「
過
干
渉
」
　
「
で
き

愛
」
　
－
　
と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
、
ト
ル
エ
ン
な

ど
の
薬
物
乱
用
で
五
十
七
年
に
補
導
さ

れ
た
少
年
は
、
全
国
で
約
五
万
人
。
こ

れ
は
四
十
七
年
に
規
制
さ
れ
て
以
来
、

最
高
の
数
字
で
す
。

五
十
七
年
中
に
性
非
行
で
補
導
さ
れ

た
女
子
に
つ
い
て
、
そ
の
き
っ
か
け
を

見
る
と
「
誘
わ
れ
て
」
「
だ
ま
さ
れ
て
」

「
脅
か
さ
れ
て
」
を
引
き
離
し
て
、
過

半
数
が
「
自
分
か
ら
進
ん
で
」
性
非
行

に
走
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
動
機
で
は
、
「
好
奇
心

か
ら
」
　
「
セ
ッ
ク
ス
が
好
き
」
　
「
遊
ぶ

金
欲
し
さ
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
は
か
「
相
手
が
好
き
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
が
あ
る
一
万
で
、
「
自
暴

自
棄
」
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校

生
に
多
い
非
行
で
す
が
、
中
学
生
も
増

え
て
い
て
、
全
体
の
約
三
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

非行と家出の防止

一家庭での心くぼり－

ト子供の悩みごとや心配ごとについ

て、いつでも気軽に話し合える家庭

づくりを心がける。

ト社会生活のルールや困難・苦しみ

に耐える心を育てる。

トふだんから子供の持ち物や言葉遣

い、態度などによく注意し、変わっ

た兆候が見られるときは、指導や助

言を行う。

ト子供の外出先を常に確かめ、帰宅

時間を守らせるようにする。また、

子供の友達をよく知っておき、親同

士が時々連絡を取り合う。

ト子供が進学や就職試験に失敗して

も、温かい患いやりのある態度で接

し、挫折感を早く取り除いてやる。

ト非行に走ったり、家出したとみら

れるときは、できるだけ早く警察な

どに相談する。

シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
吸

っ
た
動
機
は
、
「
好

奇
心
か
ら
」
　
「
仲
間

と
遊
ぶ
た
め
」
　
「
快

楽
を
得
る
た
め
」
と

い
っ
た
も
の
が
七
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
入
手

方
法
を
見
る
と
、

「
友
人
か
ら
も
ら
っ

た
」
が
一
番
多
く
、

五
十
七
年
に
警
察
が
保
護
し
た
家
出

少
年
は
約
五
万
七
千
人
。
そ
の
う
ち
四

割
を
中
学
生
が
占
め
て
い
ま
す
。
動
機

で
一
番
多
い
の
は
、
「
学
校
や
家
庭
で

起
こ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
逃
れ
る
た

め
」
で
す
。
家
出
少
年
の
う
ち
十
一
人

に
一
人
は
非
行
に
走
り
、
二
十
一
人
に

一
人
が
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。

′■Ｌ

，′■ヽ
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国
民
年
金
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

5

9

年

－

月

か

ら

　

6

、

2

2

0

円

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
昭
和
五
十

九
年
四
月
か
ら
月
額
六
千
二
百
二
十
円

（
付
加
六
千
六
百
二
十
円
）
に
改
定
さ

れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
に

老
齢
年
金
の
給
付
が
始
っ
て
以
来
「
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
」
の
取
り
入
れ
な
ど
に

よ
っ
て
大
幅
な
改
善
を
重
ね
、
年
金
受

給
者
の
生
活
が
経
済
の
変
動
に
対
応
で

き
る
年
金
制
度
と
し
て
、
大
き
な
信
頼

を
得
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
は
、
加
入
者
の
納

め
る
保
険
料
と
国
か
ら
の
負
担
金
、
そ

れ
に
保
険
料
積
立
金
の
運
用
収
益
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
寿

命
の
伸
び
に
よ
る
人
口
構
造
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
っ
て
年
金
給
付
費
が
年
々
増

加
し
て
い
く
な
か
で
、
加
入
者
の
負
担

を
増
や
さ
ず
給
付
す
る
こ
と
は
困
難
な

こ
と
で
す
。

国
民
年
金
財
政
は
、
国
民
年
金
給
付

と
保
険
料
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、

長
期
に
亘
り
健
全
で
安
定
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の

加
入
者
は
、
農
林
漁
業
等
の
自
営
業
や

自
由
業
な
ど
幅
広
い
階
層
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
加
入
者
に
急
激
な
保

険
料
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
毎
年
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
老
後
を
守
る
国
民
年
金
制

度
の
健
全
な
運
営
と
、
給
付
内
容
の
充

実
の
た
め
、
保
険
料
負
担
に
ご
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

助

役

に

大

月

薫

氏

が

就

任

三
月
二
日
水
巻
町
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
、
前
助
役
入
江
末
彦
氏
の
任
期
満

了
に
伴
う
後
任
と
し
て
、
大
貝
蒸
氏
が

新
し
い
助
役
に
決
ま
り
ま
し
た
。

水もれ発見にご協力ください
★水もれは大切な水をムタにしてしまいます。

宅地内や道路などで水もれを見つけたら、たとえわずかでも見過ごさない
で水道課（20ト4321）又は、水道工事センターへお知らせくたさい。

★連絡は次のことを正確に

ど
号

な
番

標
居

日
経

●水もれ箇所の状況
●水もれの場所や道順

●お名前、お宅の住所

まで）、電話番号

★宅地内の漏水を発見するには

じゃロを全部しめて、水道メータ
の赤いパイロットが回っていれば

どこかで水がもれています。

★宅地内で漏水を発見したときは
●止水せん（元せん）を右に回して
水を止めてください。

▲布やビニールテープを固く巻き
つけるなどの応急処置をしてく
ださい。

●すくに水道工事センター、また
は、水道課か水道課指定工事店
に修理を申込んでください。

水巻 町水道 工事 セ ンター 水 巻町境 禾字 入用 8 87－1 （2 01） 4 4 4 8

㈱　 飯　 野　 工　 務　 店 八幡西区三 ヶ森二丁目3－20 （6 11） 1 0 0 4

石　 塚　 建　 設　 工　 業　 ㈲ 水 巻町 吉 田車返 1663 （2 01） 2 7 5 2

入　　 江　　 ‾設　　 備 水 巻町下 二 5 66－1 （2 01） 2 5 1 1

㈱　 大　 橋　 商　 会 水 巻町境 末大 西下 2637－1 （2 01） 4 5 3 6

㈲　 尾　 田　 設　 備 水 巻町伊 左座 蛇田 328－1 （20 1） 2 0 8 3

河　 野　 工　 務　 店 水 券町境 末 6 24－56 （20 1） 5 2 7 6

九　 州　 電　 気　 工　 事 ㈱ 水 巻町境 末釜 ヶ谷 1263－7 （20 1） 1 5 1 1

森　 田　 電　 気　 工　 務　 店 水 巻町 境末 8 93 （20 1） 0 2 7 4

〔
大
貝
助
役
〕
　
こ
の
た
び
議
会
の
同

意
を
得
ま
し
て
助
役
に
遷
任
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま

す
。町

長
を
補
佐
し
、
町
行
政
の
遂
行
に

最
善
の
努
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

噸
　
歴

生
年
月
日
　
昭
和
2
年
1
月
1
1
日

現
住
所
　
水
巻
町
大
字
猪
熊

学
．
歴
　
福
岡
県
北
筑
中
学
校
卒
業

福
岡
外
事
専
門
学
校
中
退

職
　
　
歴

顧
和
2
3
年

昭
和
3
9
年

昭
和
4
3
年

昭
和
4
6
年

昭
和
4
8
年

昭
和
5
1
年

昭
和
5
2
年

昭
和
5
6
年

水
巻
町
雇

議
会
事
務
局
長

財
政
課
長

膚
業
建
設
課
長

建
設
課
長

水
道
課
長

総
務
課
長

行
政
調
整
室
長

．

．

∵

、

＼

牟

1

、

－

、

∵

！

㌧

＼

∵

∴

、

．

＼

㍉

＼

′

．

∴

優
良
運
転
者
を
　
一

表
彰
し
ま
す

自
動
車
の
運
転
免
許
（
原
付
免
許

以
上
）
を
受
け
、
現
に
運
転
に
従
事

し
て
い
る
万
で
、
1
0
年
以
上
無
事
故

無
違
反
の
万
を
表
彰
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
3
月
1
5
日
ま

で
に
、
折
尾
交
通
安
全
協
会
役
員
又

は
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係
（
魯
2

0

1

・

4

3

2

1

）

　

へ

お

申

し

出

く

だ
さ
い
。
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凧メたこ揚がれ
頃未小学校たこ揚げ大会

頃
末
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
〃
た
こ

揚
げ
大
会
〟
が
、
二
月
四
日
遠
賀
川
の

川
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
風
が
弱
く
、
た
こ
を
揚
げ

る
の
に
一
苦
労
－
。
午
前
中
は
、
大
き

な
た
こ
も
地
上
で
休
憩
中
。
午
後
か
ら

は
、
少
し
風
が
出
て
来
て
連
た
こ
が
揚

が
り
ま
し
た
。
一
生
け
ん
め
い
走
っ
て

揚
げ
た
”
た
こ
揚
げ
大
会
〃
で
し
た
。

心
首

わ
た
し
の
′
た
こ
”
よ
く
揚

が
る
で
し
ょ
う
ー
。

撃
運動不足は“これで解消’’

ジョギング教室閉講
町
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

正
し
く
、
楽
し
く
行
な
っ
て
も
ら
う
た

め
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
の
一
科
目
　
－
　
ジ
ョ
ギ
ン

グ
教
室
が
、
全
コ
ー
ス
　
（
六
回
）
終
了

し
閉
講
し
ま
し
た
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、

一
人
で
、
い
つ
で
も
気
軽
に
行
な
え
る

運
動
と
し
て
最
近
増
え
て
お
り
ま
す
が

反
面
、
心
不
全
な
ど
多
く
の
事
故
が
起

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
の
正
し
い
走
り
方
、
楽
し
み
方
、
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
を
福
岡
教
育
大
学
付
属

小
倉
中
学
校
の
中
島
幸
男
先
生
に
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
現
在
美
容

健
康
教
室
（
リ
ズ
ム
体
操
、
レ
ク
ダ
ン

ス
）
と
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
軽
体
操
、

リ
ズ
ム
運
動
）
が
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。

町
の
建
設
工
事
指
名
願
を
受
付
け
ま
す

昭
和
五
十
九
年
度
に
水
巻
町
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
管
工
事
、
測
量
、
地

質
調
査
業
務
等
の
入
札
、
見
積
り
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
万
を
次
の
要
領
で
受

付
け
し
ま
す
。

▽
受
付
け
期
間

4

月

2

日

～

4

月

1

4

日

（
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
は

受
付
け
を
い
た
し
ま
せ
ん
）

▽
受
付
け
場
所

役
場
管
財
課
管
財
係

▽
申
込
み
方
法

建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
を

管
財
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
管
財
係
に
問
い
合

わ
せ
て
下
さ
い
。
（
魯
2
0
1
・
4

3

2

1

　

内

4

0

4

・

4

1

3

）

高
齢
者
教
養
講
座

を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
の
万
々
が
、
よ
り
広
く
教
養

を
修
め
、
積
極
的
に
地
域
社
会
に
参
加

し
て
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活

を
創
り
出
す
た
め
、
教
養
講
座
が
開
か

れ
ま
す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
開
講
日
程

＜
第
一
回
目
＞

講
義
　
「
古
き
良
き
し
き
た
り
を

後
世
に
伝
え
る
私
達
の
役
割
」

須
恵
町
公
民
館
長

永
島
正
夫
氏

＜
第
二
回
目
Ｖ

3
月
2
3
日
（
南
部
地
区
）

3
月
2
4
日
（
北
部
地
区
）ーヽ′．一一

710

12　時
時

3
月
1
6
日
（
北
部
地
区
）

3
月
1
7
日
　
（
南
部
地
区
）

1
0
時

～

1

2

時

寄
付
の
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

猪
熊
　
　
故
寺
崎
国
雄
殿

寺
崎
千
代
子
殿

古
賀
　
　
故
豊
福
昭
二
殿

豊
福
喜
代
美
殿

美
富
野
　
故
石
江
英
実
殿

石
江
好
事
殿

頃
末
　
　
故
鈴
鹿
高
雄
殿

鈴
鹿
ハ
ナ
エ
殿

一、．

講
義
　
「
こ
こ
ろ
豊
か
に
生
き
る
」

篠
栗
町
二
ノ
滝
専

任
職
　
桐
生
公
俊
氏

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

水
巻
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

（
硬
式
野
球
）
選
手
募
集

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
水
巻
レ
ン
ジ
ャ

ー
ズ
　
（
硬
式
野
球
〕
」
の
選
手
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
募
集
す
る
の
は
新
中
学

一
年
生
で
、
野
球
の
経
験
が
な
く
て
も

野
球
好
き
で
あ
れ
ば
歓
迎
し
ま
す
。

問
い
合
せ
と
申
込
み
は
、
水
巻
レ
ン

ジ
ャ
ー
ズ
後
援
会
長
・
井
上
さ
ん
（
晋

2

0

1

・

5

3

2

8

）

　

ま

で

。
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ヽ
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バレー少年団駅伝大会

第
二
回
水
巻
町
バ
レ
ー
少
年
団

駅
伝
大
会
が
、
二
月
二
十
六
日
小

雨
の
中
、
机
小
学
校
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
○
内
の
数
字
は
噸
位
）

▽
4
年
生
の
部
①
頃
宋
⑧
机
㊥
猪

熊
▽
5
年
生
の
部
①
伊
左
座
㊥
頃

宋
㊥
猪
熊
▽
6
年
生
の
部
①
伊
左

座
㊥
頃
宋
㊥
机

〔
オ
ー
プ
ン
マ
ラ
ソ
ン
〕

▽
2
・
2
年
生
①
小
池
美
恵
（
伊

左
座
）
㊥
浅
沼
由
番
（
猪
熊
）
⑨

大
山
ま
き
子
（
伊
左
座
）
▽
4
年

生
①
鷲
崎
清
美
（
頃
末
）
㊥
内
野

い
ず
み
（
頃
末
）
㊥
鶴
田
な
お
み

（
頃
宋
）
▽
5
年
生
①
木
下
美
保

（
伊
左
座
）
㊥
池
田
治
代
（
頃
末
）

㊥
与
田
千
奈
美
（
伊
左
座
〕
▽
6

年
生
①
水
元
聡
子
（
伊
左
座
）
㊥

ヨ～イ・ドン元気にスタートする各少年団の選手たち

山
崎
孝
司
（
吉
田
）
④
永
末
由
夏

（
伊
左
座
）

球

選手権大会

鞄密

卓二
月
二
十
六
日
、
町
民
体
育
館
で
第

四
回
水
巻
町
卓
球
選
手
権
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す

∧
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
＞

優
　
勝
　
畠
山
康
弘
（
机
）

準
優
勝
　
後
藤
　
勇
（
お
か
の
台
）

＜
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
＞

優
　
勝
　
鈴
木
照
子
（
立
屋
敷
）

準
優
勝
　
田
中
玲
子
（
古
　
賀
）

∧
男
子
ダ
ブ
ル
ス
∨

優
　
勝
　
村
上
隆
二
（
梅
ノ
木
団
地
）

尾
山
康
弘
（
机
）

準
優
勝
　
山
田
正
広
（
吉
田
の
一
）

後
藤
　
勇
（
お
か
の
台
）

∧
女
子
ダ
ブ
ル
ス
∨

優
　
勝
　
森
田
美
鈴
（
頃
未
南
〕

鈴
木
照
子
（
立
屋
敷
〕

準
優
勝
　
永
野
泰
子
（
美
吉
野
）

田
中
冷
子
（
古
　
賀
）

伊左座、到津

を破　り　優勝

〇〇〇〇〇〇

六人制招待バレー
000000

昨
年
夏
の
全
国
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
・
県
大
会
出
場
チ
ー
ム
を
招
待

し
て
の
六
人
制
招
待
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
、
去
る
二
月
十
九
日
粕
屋
郡
須
恵

町
二
小
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
招
待
六
チ
ー
ム
の
総
当
り

リ
ー
グ
戦
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
全

国
大
会
出
場
の
到
津
ク
ラ
ブ
を
2
－
0

で
破
っ
た
の
を
は
じ
め
、
全
試
合
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
の
伊
左
座
バ
レ
ー
少
年
団

が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

一

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

出
場
者
を
募
集

第
二
回
水
巻
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
の
出
場
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
　
3
月
ｌ
。
。
日
　
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場
　
町
民
体
育
館
（
お
か
の
台
）

▽
参
加
資
格
　
町
内
に
在
住
又
は
、
通

勤
通
学
し
て
い
る
方
。
町
内
の
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
て
い
る
方
。

▽
競
技
内
容
　
①
各
種
目
と
も
パ
ー
ト

リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
男
子
＝
Ａ
級
、
Ｂ
級
　
女
子
＝
Ａ

級
、
Ｂ
級
、
Ｃ
級
　
混
合
＝
Ａ
級
、

Ｂ
級
、
小
・
中
学
生

▽

参

加

料

一

種

百

一

人

3

百

円

▽
申
込
み
先
　
3
月
1
5
日
ま
で
に
、
町

体
育
協
会
事
務
局
（
魯
2
0
1
・
0

4
0
3
）
か
、
村
上
尚
さ
ん
（
審
2

0
1
・
4
1
9
7
）
　
へ
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

三°二竜三奉二幸〕華＿

かじくり　きおり

梶粟　早繊ちゃん
昭和58年4月16日生

（島津葦）さんの撤
生まれた時は、とてもジャン

ボな女の子。今は、お兄ちゃん

とよく遊び、おもちゃをとられ

てはメソメソ－。心もジャンボ

で、やさしい人に…・日。

（おかの台13棟）

全
試
合
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
優
勝

し
た
伊
左
座
バ
レ
ー
少
年
団

はまぐち

濱口さやか　ちゃん
昭和58年4月19日生

（歪代表）さんの長女
もうすぐハイハイも卒業－。

伝い歩きもじょうずになりまし
た。あとは一人あるきだけ。春

はもうすぐ、お外で歩けるよ
う、さやかがんばってね．／

（おかの台8棟）



国
民
健
康
保
険
証
の
切
替
え

刷間肝　肝摘59年3月10日　刷酬附‖順刷肌用ⅢⅢ附桐附Ⅲ

あ
な
た
が
今
持
っ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
（
柿
色
）
は
、
今
年
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
日
程
で
新
し
い
保
険
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
日
時
厳
守
の
う
え
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

▽
持
っ
て
来
る
も
の

「
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」

※
保
険
税
を
ま
だ
納
め
て
な
い
方
は
、

こ
の
切
替
え
時
期
（
3
月
3
1
日
）
ま

で
に
納
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

三
種
混
合
の
予
防
接
種

（
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
破
傷
風
）

保険証の切替え日程

ここここここモニー・・さ　　　 てこここここと．ここニ・こ　　　 こここ、た．ここニここ

烹難阜 立 屋敷 、伊 左座 、 みず ほ団地、

二 、二町 住 、下 二、 下二 町住、

午 前 9 時
役場 西別館

（水道 課横）

こ・ニニーぢこここここン・て・こく

入 江興産 、林 住 宅、 吉田 一 、

吉 田二 、吉 田三 、吉 田接地

；東

；章 鯉 口団地 、鯉 口分 譲 団地 、美

吉野 団地 、頃 末 、机 、机社 宅 、

宮 ノ下社 宅、 高尾 団地

ｌ

午 後 4 時

古 賀 、新生 街 、梅 ノ木 団地 、

高松 団地 、樋 口、猪 熊、 猪 熊

町住 、お かの台 、古 賀 団地

▽
対
象
児
及
び
実
施
方
法

第
一
期
の
接
種
…
‥
2
歳
か
ら
4

歳
ま
で
の
幼
児
で
、
3
週
間
か
ら
8

週
間
の
間
願
で
3
回
接
種

第
二
期
の
接
種
…
…
第
一
期
の
3

回
完
了
後
、
1
年
か
ら
1
年
6
カ
月

経
過
し
て
い
る
幼
児
で
一
回
の
み
接

種
▽
次
の
事
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
い

。
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
来
る

こ
と
。

。
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
に
「
問

診
票
」
を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

。
問
診
票
に
捺
印
し
て
下
さ
い
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。
勲
の
あ
る
子
供
。
現
在
病
院
に
か

か
っ
て
い
る
子
供
。

。
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
は
う

そ
う
な
ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以

上
経
過
し
て
な
い
子
供
。

。
慢
性
の
病
気
（
心
臓
、
腎
臓
、
ぜ

ん
そ
く
）
に
か
か
っ
て
い
る
子
供

。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

。
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

予防接種の日程

二二二

胃
ガ
ン
検
診

▽
検
診
日
程

。
日
時
　
3
月
2
8
日
（
水
）

8
時
3
0
分
～
1
0
時

。
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽

料

金

　

　

5

0

0

円

但
し
、
7
0
歳
以
上
の
人
や
生
活
保

護
の
人
、
低
所
得
者
の
人
は
無
料

▽
申
込
み
方
法

3
月
1
2
日
か
ら
役
場
衛
生
係
窓
口

（

で
受
付
け
ま
す
。
出
来
る
だ
け
本
人

が
お
い
で
下
さ
い
。
先
着
七
〇
名
で

締
切
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
込
み

下
さ
い
。

子
宮
ガ
ン
検
診

▽
検
診
日
程

。
日
時
　
3
月
2
9
日
（
木
〕

8
時
3
0
分
～
1
0
時

。
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽
料
金
　
　
4
0
0
円

但
し
、
7
0
歳
以
上
の
人
や
生
活
保

護
の
人
、
低
所
得
者
の
人
は
無
料

▽
申
込
み
方
法

．
3
月
1
2
日
か
ら
役
場
衛
生
係
に
申

込
ん
で
下
さ
い
。
電
話
で
も
よ
ろ
し

い
で
す
。
先
着
一
〇
〇
名
で
締
切
り

ま
す
。腎

臓
提
供
者

カ
ー
ド
を
設
置

腎
不
全
の
た
め
に
血
液
透
析
を
受
け

て
お
ら
れ
る
方
が
、
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
人
た
ち
の
腎
臓
移
植
の
た

め
、
死
体
腎
臓
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

方
の
「
腎
臓
提
供
カ
ー
ド
」
を
役
場
衛

生
係
窓
口
に
設
置
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
に
つ
い

て
の
お
た
ず
ね
は
、
福
岡
県
腎
臓
病
患

者
連
絡
協
議
会
（
密
0
9
2
・
7
1
3

・

8

0

2

0

）

　

へ

。



（7）広鞠占遜眺司伝記壁　用酬Ⅲ…Ⅲ…冊…日周皿………ⅢⅢ冊…　昭和59年3月1＝∃　期間酬

電
話
移
転
の
手
続
き
は

お
早
め
に
〃
‥

そ
ろ
そ
ろ
転
勤
や
就
職
な
ど
異
動
シ

ー
ズ
ン
が
や
っ
て
釆
ま
し
た
。

電
話
の
移
転
工
事
は
、
お
客
さ
ま
の

ご
希
望
日
に
で
き
る
よ
う
予
約
制
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
巻
町
は
工
事

日
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
七
日

春
の
筑
紫
路
を

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か

か
ら
十
日
前
ま
で

に
折
居
電
報
露
語

局
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

は
、
折
居
電
報
電

話
局
（
魯
6
0
1

・

0

0

0

0

）

　

へ

。

春
の
太
宰
府
、
宝
満
山
や
か
ま
ど
神

社
一
帯
を
散
策
す
る
福
岡
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
す

▽
参
加
申
込
み
先

3
月
1
5
日
ま
で
に
、
福
岡
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
へ
福
岡
市
南
区
柳

河
内
2
丁
目
1
0
番
5
号
蜜
0
9
2
・

5

1

2

・

7

2

2

3

）

　

へ

。

な

お

、

当
日
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
現
地
で
も

受
付
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

年
齢
・
性
別
に
関
係
な
く
登
山
に

耐
え
る
健
康
な
方
。
小
学
生
以
下
は

必
ら
ず
保
護
者
の
付
添
い
が
あ
る
こ

と
。
登
山
に
適
し
た
服
装
、
水
筒
、

弁
当
、
雨
具
、
し
っ
か
り
し
た
靴
を

用
意
す
る
こ
と
。

▽
内
容
　
山
頂
や
か
ま
ど
神
社
で
は
、

ゲ
ー
ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
山
の

唄
の
合
唱
、
下
山
し
て
か
ら
〝
ぜ
ん
ざ

い
大
会
″
な
ど
も
開
か
れ
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

水
巻
組
の
上

の
乗
降
口
よ
り

車

中
・
遠
地
区
少
年
の
船

ス
タ
ッ
フ
募
集

中
間
・
遠
賀
郡
地
区
少
年
の
船
の
会

実
行
委
員
会
で
は
、
第
二
回
少
年
の
船

の
運
行
に
伴
う
ス
タ
ッ
フ
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　
1
8
歳
以
上
（
高
校
生
可

男
女
問
わ
ず
）
の
方
で
、
事
前
・
事

後
活
動
及
び
乗
船
（
4
泊
5
日
）
の

で
き
る
万
。
下
船
後
、
少
年
の
船
の

会
々
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方
。

▽
費
用
　
5
万
円
程
度
（
乗
船
の
た
め
）

▽
研
修
期
間
　
8
月
9
日
～
8
月
1
3
日

▽
募
集
期
限
　
4
月
下
旬
ま
で

▽
申
込
み
先
　
遠
賀
町
広
渡
グ
リ
ー
ン

ハ
イ
ツ
2
0
6
号
船
津
丸
秀
樹
さ
ん

へ

　

（

電

2

9

3

・

5

8

8

3

）

青
少
年
リ
ー
ダ
ー

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
団
員
募
集

▽
研
修
期
間
　
5
月
3
1
日
～
6
月
2
日

▽
研
修
内
容
。
船
内
＝
講
演
、
事
例

発
表
、
地
域
別
研
修
、
自
由
交
歓

。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
訪
問

▽
参
加
費
用
　
東
京
解
散
1
万
2
千
5

百
円
、
福
岡
解
散
2
万
8
千
5
百
円

▽
募
集
期
間
　
3
月
1
5
日
～
4
月
1
6
日

▽
申
込
資
格
　
県
内
居
住
者
で
昭
和
5
9

年
1
月
ｌ
日
現
在
満
2
0
歳
以
上
、
4
0

歳
未
満
の
男
女
…
…
な
ど
。

▽
申
込
み
先
　
福
岡
県
青
少
年
団
体
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
〒
八
一
二
　
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
七
の
七
・
県
庁

青
少
年
対
策
課
　
審
0
9
2
・
6
5

1

・

1

1

1

1

内

線

2

7

8

2

）

て
危
険
な
た
め
嵩

と
に
な
り
ま
し
た

行
い
ま
す
の
で
騒

力
頂
き
ま
す
よ
う

な
お
、
電
車
．
の
愚
苛

元
に
一

☆工事期間
3月5日～3月10日

（星間作業）
3月21日～3月23日
3月26日～3月28日

（午後10時一午前6時）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

畜犬誉錨と狂犬病予防注射（春期）を次のとおり実施
します。

町内でも、ここ1年間に犬に噛まれる事件が数件起っ
ています。犬の唆傷による恐しい狂犬病を防ぐため、ぜ
ひ近くの会場で受けてください。

♭登録料　2，100円　♭注射料1，260円

（開業獣医師より個人的に注射を受けられる場合、
別途500円が必要です）

日程表

椎

；ｉ 二　 公　 民　 館 10 ：00～10 ：50
毒姪　 二 町 住 公 民 館 11 ：00～11 ：30

ｉ 伊 左 座 公 民 館 13 ：30～14 ：00

．．Ｔ〝，．ｉここ．こ．こてこ　　　 童　 み ず ほ 公 民 館 14 ：10～15 ：0 0

； 下二町住公民館 10 ：00～10 ：50
葦 ； 下 二 公 民 館 11 ：00－11 ：30

法　 立屋 敷 公 民 館 13 ：30～14 ：00

軒窄・葦 草 書 駕　 古 賀 公 民 館 14 ：20～15 ：00

； 机　 公　 民　 館 10 ：00～10 ：30

遮 ｉ 猪熊町住 公民館 10 ：50～11 ：00

当　猪 熊 公 民 館 13 ：30へ－・14 ：10

昔 等 渕　 植 口 公 民 館 14 ：20～15 ：00

： 吉 田 二 公 民館 9 ：40－10 ：30
牢 在 室　 吉 田 三 公 民 館 10 ：40－11 ：30

13 ：20 －13 ：4 0

講 襲　 町　 民　 全　 館 14 ：00～15 ：30

この日程に洩れた犬は次の予備日程で受けてください。

とこここここく・こ・ニここ点蕗
下 二 町 住 公 民館 1 0 ：0 0～ 10 ：3 0

吉 田 二 公 民 館 10 ：5 0～ 1 1 ：2 0

猪 熊 公 民 館 1 3 ：3 0～ 14 ：0 0

町　 民　 会　 館 1 4 ：2 0～・15 ：0 0



ゎ

・

．

・

　

．

水
巻
昔
ば
な
「
。
■
山

五
　
　
平
．
　
太

は
鉱
夫
、
昭
和
に
な
っ
て
鉱
員
と
世
相
に
応
じ
て
変

靂
ぶ

㊥
　
　
石
　
炭
　
物
　
語
　
㈲
　
　
運
を
み
て
い
る
。
な
お
炭
を
採
掘
す
る
「
間
歩
」
は

炭
坑
に
、
そ
の
場
所
で
あ
る
「
焚
石
丁
場
」
は
炭
鉱

と
、
い
ず
れ
も
明
治
に
な
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
遠
賀
郡
の
焚
石
丁
場
に
つ
い
て
は
、
当

時
、
底
井
野
村
に
あ
っ
た
郡
奉
行
所
か
ら
ヤ
マ
元
の

天
明
八
年
二
七
八
八
）
　
に

組
」
　
の
制
度
が
設
け
ら
れ
る
ま

は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。

い

し

で

み

　

　

す

み

「
燃
え
石
」
　
「
石
炭
」
　
「
炭

い
し
　
　
　
　
　
空
す
い
し
　
　
　
　
　
い
わ
し
は
　
　
　
　
　
い
し

石
」
　
「
烏
石
」
　
「
岩
柴
」
　
「
石

じ
　
　
　
　
　
　
寸
書
た
ん
　
　
　
　
　
せ
ん
甘
さ
　
　
　
　
　
な
ｔ
Ｊ

子
」
　
「
石
炭
」
　
「
煽
石
」
　
「
生

そ
の
た
め
に
藩
と
し
て
は
名

な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
が
　
「

く
如
し
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「

ま
た
「
焼
き
石
」
に
つ
い
て
も
、

い
し
す
み

き
殻
」
　
「
石
炭
」
　
「
芦
屋
炭
」

で
み炭

」
　
に
統
一
を
し
て
い
る
。
な

か
わ
っ
た
の
は
明
治
中
期
か
ら

動
力
の
燃
料
に
使
用
さ
れ
て
か
、

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
筑
豊
に
お
い
て
石

い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
後

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
直
方

う
に
記
る
さ
れ
て
い
る
。

「
福
岡
藩
の
公
用
に
類
す
る

よ
び
五
平
太
船
の
文
字
は
見
当

呼
称
は
福
岡
藩
以
外
、
と
く
に

用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
若

積
み
に
き
た
同
地
方
の
船
乗
り

広
ま
り
、
こ
れ
が
明
治
以
降
に

入
し
て
、
石
炭
の
愛
称
と
な

る
」こ

れ
に
対
し
て
肥
前
国
高
島

次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

金
で
あ
る
郡
銭
が
貸
し
与
え
ら

て
ヤ
マ
の
運
営
を
お
こ
な
い
炭

」
れ
に
対
し
石
炭
の
需
要
は
、
海

た
塩
田
、
そ
れ
に
瓦
屋
、
焼
物

ど
で
、
そ
れ
以
外
で
使
用

え
掘
子
を
し
て
い
た
百
姓
で
さ

必
要
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ

加
に
よ
る
石
炭
不
足
か
ら
き
た

は
、
藩
の
大
き
な
財
源
と
な
っ

し
　
（
藩
外
へ
の
販
売
）
を
禁
止

あ
て
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

（
一
七
八
三
）
、
三
年
、
五
年

る
天
明
の
大
飢
饉
が
発
生
し
て
、

を
救
う
た
め
、
焚
石
の
旅
出
し

救
済
に
あ
て
た
が
、
そ
れ
も
同

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

百
姓
た
ち
で
、
寛
政
五
年
（
一

鞍
手
の
奉
行
所
か
ら
藩
へ
次
の
願

0

村
々
は
痛
村
で
あ
る
う
え
去
年

姓
、
川
船
船
頭
、
遊
民
の
類
の

し
、
（
略
）
両
郡
に
屑
焚
石
が

内
の
遊
民
お
救
い
の
た
め
に
、

む
ね
許
可
下
さ
れ
度
」

再
四
の
請
願
の
す
え
、
五
年
後
の

間
の
期
限
つ
き
で
よ
う
や
く
許
可

町
郷
土
史
研
究
会

会
長
　
　
柴
田
　
貞
志

出
題
九
段
武
宮
正
樹

白
先
勝
　
五
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
タ
ヌ
キ
の
腹
つ

づ
み
と
い
う
筋
で
す
が
艶

聞
で
す
よ
。

5
分
で
初
段
、滞

出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

●
ヒ
ン
ト
…
目
の
さ
め
る
よ

う
な
角
の
使
い
方
。

7
分
で
有
段
者
、

1
0
分
で
1
級
。

持
駒
　
全
角
桂

一
二
　
三
　
四
　
五
　
六

■ 魅
垂癖

彰 金
秘芋

歩
■ 歩歩

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

□
編
　
集
　
水
巻
町
線
番
潔
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

ロ
印
判
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


